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このキーワードを特に大切に

しながら、子どもたちと真摯に

向き合う教職員でいようと、全

教職員に話をしました。子どもたちの気持ちに寄り添い、共感し、その子の立場

に立つことができる大人でありたい、と考えています。子どもたちの状況をし

っかりとらえ、必要な声掛け、取り組みを速やかに行うことができるよう、全

教職員がアンテナ

高く子どもたちを

見守っていけるよ

うにしたいと考

えています。前述しましたが、学校は子どもたちにとって「心地よい居場所」で

あるよう、学校として環境整備をしっかりしていければと思います。

４年生の社会科学習で、和歌山市の「パッカー車」が来てくれました。ゴミ

を集める車の仕組みを説明していただき、子どもたちは「おぉ～～」と興味い

っぱいの様子でした。「ごみ」についての学習は実際の生活と密着したもので

あり、社会科としても大切な学習です。ごみの学習を通し、自分たちの実生活

を理解する一つとなればいいなと思っています。ＳＤＧｓの観点からも、この

学習がどのように進んでいくか、私も楽しみにしています。４年生、がんばれ！


